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熊本地震について



熊本地震の概要
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4月14日 21時26分（前震）

マグニチュード6.5

最大震度 7

熊本県熊本地方

4月16日 1時25分（本震）

マグニチュード7.3

最大震度 7

熊本県熊本地方



■震度6弱以上を観測した地震

熊本地震の概要
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発生日時 震央の区域 関係する断層帯 規模 最大震度

4月14日 21時26分 熊本県熊本地方 日奈久断層帯 M6.5 7

4月14日 22時07分 熊本県熊本地方 日奈久断層帯 M5.8 6弱

4月15日 00時03分 熊本県熊本地方 日奈久断層帯 M6.4 6強

4月16日 01時25分 熊本県熊本地方 布田川断層帯 M7.3 7

4月16日 01時45分 熊本県熊本地方 布田川断層帯 M5.9 6弱

4月16日 03時55分 熊本県阿蘇地方 - M5.8 6強

4月16日 09時48分 熊本県熊本地方 布田川断層帯 M5.4 6弱



■震度5弱以上を観測した市町村
4月14日21時26分の地震の震度と観測された市町村

震度 都道府県 市町村

7 熊本県 益城町

6弱 熊本県 玉名市、西原村、宇城市、熊本市

5強 熊本県
菊池市、宇土市、大津町、菊陽町、御船町、美里町、山都町、氷川町、
合志市

5弱
熊本県

高森町、阿蘇市、南阿蘇村、八代市、長洲町、甲佐町、和水町、上天
草市、天草市

宮崎県 椎葉村

4月16日1時25分の地震の震度と観測された市町村

震度 都道府県 市町村

7 熊本県 西原村、益城町

6強 熊本県
南阿蘇村、菊池市、宇土市、大津町、嘉島町、宇城市、合志市、熊本
市

6弱
熊本県

阿蘇市、八代市、玉名市、菊陽町、御船町、美里町、山都町、氷川町、
和水町、上天草市、天草市

大分県 別府市、由布市

5強

福岡県 久留米市、柳川市、大川市、みやま市

佐賀県 佐賀市、上峰町、神埼市

長崎県 南島原市

熊本県
南小国町、小国町、産山村、高森町、山鹿市、玉東町、長洲町、甲佐
町、芦北町

大分県 豊後大野市、日田市、竹田市、九重町

宮崎県 椎葉村、高千穂町、美郷町

5弱

愛媛県 八幡浜市

福岡県 福岡市、遠賀町、八女市、筑後市、小郡市、大木町、広川町、筑前町

佐賀県 白石町、みやき町、小城市

長崎県 諫早市、島原市、雲仙市

熊本県 荒尾市、南関町、人吉市、あさぎり町、山江村、水俣市、津奈木町

大分県 大分市、臼杵市、津久見市、佐伯市、玖珠町

宮崎県 延岡市
鹿児島県 長島町

熊本地震の概要
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熊本地震の概要

注）内閣府資料より



熊本地震の概要

注）内閣府資料より



■最近の内陸型地震における死亡・行方不明の原因

熊本地震の概要
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62%
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その他市町村：益城町、西原村、南阿蘇村、大津町、菊陽町、御船町、合志市、甲佐町、美里町、宇城市、山都町

簡易調査の内訳：熊本市（簡易黄364、簡易青3,537、計3,901）
その他市町村（簡易黄1,985、簡易青8,128、計10,113）

熊本地震 被災宅地危険度判定調査結果（調査期間：H28.4.17～H29.1.11） （件数）

熊本地震の概要

市町村名
危険
(赤)

要注意
(黄)

調査済み
(青)

簡易調査 判定不能等 計

熊本市 500 732 322 3,901 23 5,478

その他市町村 2,260 1,296 663 10,113 212 14,544

計 2,760 2,028 985 14,014 235 20,022

割合 13.8% 10.1% 4.9% 70.0% 1.2% 100%

市町村名
危険
(赤)

要注意
(黄)

調査済み
(青)

簡易調査 判定不能等 計

宮城県 886 1,470 1,843 － － 4,199

その他 564 672 1,021 － － 2,257

計 1,450 2,142 2,864 － － 6,456

割合 22.5% 33.2% 44.4% － － 100%

東日本大震災 被災宅地危険度判定調査結果（調査期間：～H23.9.12）

宮城県の他、岩手県、福島県、茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、新潟県など、9県56市町村で実施。
仙台市においては約3,900箇所の判定を実施。

（件数）
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熊本地震の概要

被災宅地危険度判定調査結果の比較

※熊本地震は簡易調査を含む
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熊本地震の概要
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被災の自治体は混乱しているため危険度判
定活動に参加するのは難しいため、初めて
国が指揮を執った。

二つの断層帯（布田川断層帯、日奈久断層
帯）で地震が連鎖した影響で被害が拡大。

空中写真や等高線地図などから危険が高い
宅地を独自判断。

空中写真などから自動で危険宅地の調査対
象範囲を読み取るような技術の開発も必
要。

日経コンストラクション 第645号（2016.8.8）
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大規模地震時の円滑な被災宅地の危険度判定にむけて
～「広域支援マニュアル」及び「情報共有マニュアル」の策定と公表～

令和元年8月22日
〇北海道胆振東部地震等、地震時には多くの宅地被害が生じます。特に、広域な被災の場合は、２次災害防止や復旧に向け、迅速に被災宅地危
険度判定体制を整え、判定を進めることが大切です。
〇国において、北海道胆振東部地震から１年経過する前の８月22日に、広域に被災した場合に備えて、
(1)地震発生後に、直ちに、被災宅地数を推計し、それをもとに必要な判定士を算出することや、判定活動をどのエリアから着手すべきかの判断
方法を示した
「被災宅地危険度判定広域支援マニュアル」
(2)被災者が、復旧の目安に活用したり、被害状況の一覧性をもった整理が可能なよう、汎用性のあるＧＩＳのデータフォーマットで整理する方法
を示した
「被災宅地危険度判定結果の情報共有マニュアル」
の２つのマニュアルをまとめました。
〇今後、本マニュアルをもとに、都道府県等からなる「被災宅地危険度判定連絡協議会」とも連携し、より迅速に効果的な被災宅地の危険度判定
を実施します。

１．２つのマニュアルの主なポイント
（１）被災宅地危険度判定広域支援マニュアル（４つのポイント）
・広域に被災した場合には、国やURが広域支援の調整機能を担うこともあり得ることを明記
・地震発生後、直ちに被災宅地数を推計する方法を提示
・推計した被災宅地数から、必要な判定士の数を算出する方法を提示
・判定活動をどのエリアから着手すべきかの判断方法を提示
（２）被災宅地危険度判定結果の情報共有マニュアル（２つのポイント）
・被災宅地危険度判定の結果を、汎用性あるＧＩＳのデータフォーマットでの整理方法を提示
・実際のデータフォーマットを示して、データ入力方法などの解説とフォーマットを添付

２．策定方法
国土交通省が、平成29～30年度に、熊本県、仙台市、UR、(公益社団法人)全国宅地擁壁技術協会等からヒアリングなどを実施して策定した。

３．今後の活用
本マニュアルを元にして、都道府県等からなる「被災宅地危険度判定連絡協議会」においても、マニュアルの周知や運用の課題などを検討しつ
つ、地震による広域の被災が発生した場合には、国と協議会とが連携して、迅速な被災宅地の危険度判定を実施します。

熊本地震の概要
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熊本地震の概要



14

広域支援の位置付けとマニュアルの適用範囲

広域支援は、地震被災の規模により被災した自治体、都道府県が複数となる場合を
想定するものであり、実施本部および支援本部を複数設置する必要があると考えられ
る。既往マニュアルでは、それに対する記載がないことから、補完することを目的として
今回のマニュアルが作成された。

熊本地震の概要
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熊本地震の概要
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全国宅地擁壁技術協会
九州支部の危険度判定活動



被災宅地危険度判定
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被災宅地危険度判定実施本部
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被災宅地危険度判定実施本部

被災宅地危険度判定
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各地の状況

被災宅地危険度判定
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おおづまち

被災宅地危険度判定
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被災宅地危険度判定
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みなみあそむら

被災宅地危険度判定
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被災宅地危険度判定
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ましきまち

被災宅地危険度判定
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被災宅地危険度判定
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被災宅地危険度判定
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被災宅地危険度判定
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重力式擁壁の傾斜、宅地地盤のクラック

被災宅地危険度判定
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プレキャストＬ型擁壁
3ｃｍ程度の水平移動逆Ｌ擁壁 Ｌ型擁壁

被災宅地危険度判定



被災宅地危険度判定

2018年7月 破損部は補修済み2016年8月 要注意宅地（黄）



2016年8月 2018年7月

被災宅地危険度判定
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コンクリート擁壁
（二次製品）

空石積み擁壁
※既存不適格擁壁

コンクリート擁壁
（現場打ち）

被災宅地危険度判定
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空積み擁壁（既存不適格擁壁）

2016年8月

被災宅地危険度判定



プレキャストＬ型擁壁＋ブロック塀 ブロック塀を土留めとして使用

2018年7月

被災宅地危険度判定
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空積み擁壁（既存不適格擁壁）の崩壊
ブロック塀の倒壊

2016年8月

被災宅地危険度判定
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建築物応急危険度判定→注意

被災宅地危険度判定→危険

家屋被害認定調査（り災証明書） 宅盤のクラック大

2016年8月

被災宅地危険度判定



2016年8月
危険宅地（赤）

2018年7月
駐車場のひび割れはそのまま

（３）益城町木山地区

被災宅地危険度判定



プレキャストL型擁壁（左）、ブロック積み（右） プレキャストL型擁壁

被災宅地危険度判定

プレキャスト L型擁壁 プレキャスト L型擁壁（コーナー）
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被災宅地危険度判定
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にしはらむら

被災宅地危険度判定
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被災宅地危険度判定
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みふねまち

被災宅地危険度判定



43

被災宅地危険度判定
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あそし

被災宅地危険度判定
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被災宅地危険度判定
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被災宅地危険度判定
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被災宅地危険度判定
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被災宅地危険度判定
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くまもとし

被災宅地危険度判定
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被災宅地危険度判定
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判定士からの相談

被災宅地危険度判定



52

仮設住宅建設用地として確保
しているグラウンドの調査

被災宅地危険度判定
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被災宅地危険度判定
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被災宅地危険度判定
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佐賀県臨時講習会（被災宅地危険度判定士）

被災宅地危険度判定
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被災宅地危険度判定

実地研修 備品



最後に
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万が一に備え、十分な準備を！
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公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会


